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 新規採用・削除医薬品等通知  
   薬剤部 医薬品情報管理係 

（薬品名） ヤーボイ点滴静注液 50mg/10mL 劇 市販直後調査 平成 27年 8月～平成 28年 2月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

YERVOY Injection 50mg 

1バイアル（10mL）中、イピリムマブ（遺伝子組換え）50mg を含有 

イピリムマブ（遺伝子組換え） 

ブリストル・マイヤーズ株式会社 

2015年 8月 

485,342 円 

874291  

抗悪性腫瘍剤（ヒト型抗ヒト CTLA-4モノクローナル抗体） 

効能・効果 根治切除不能な悪性黒色腫 

用法・用量 通常、成人にはイピリムマブ（遺伝子組換え）として 1日 1回 3mg/kg（体重）を 3週間間隔で 4回点滴静注する。 

禁忌 本剤の成分に対し重度の過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 記載なし 

副作用 重大な副作用 大腸炎、消化管穿孔、重度の下痢、肝不全、肝機能障害、重度の皮膚障害、下垂体炎、下垂体

機能低下症、甲状腺機能低下症、副腎機能不全、末梢神経障害、腎障害、間質性肺疾患、Infusion reaction 

その他 そう痒症、発疹、悪心、嘔吐、腹痛、疲労、発熱、食欲減退 等 

新規採用医薬品通知 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回採用医薬品（採用）  従来採用医薬品（削除）  

●1月 4日より 

カンデサルタン錠 4mg 「あすか」 

カンデサルタン錠 8mg 「あすか」 

 

ブロプレス錠 4mg 

ブロプレス錠 8mg 

今回採用医薬品  

●1月 4日より 

ポビドンヨード液 10％ 消毒用アプリケータ 「オーツカ」 25mL 

●1月 4日より 

カナマイシンドライシロップ 20％ 

トパルジック軟膏 1％ 10g 

 

1/4削除 

1/4 削除 

削除医薬品通知 

医薬品変更通知 

医薬品剤形追加通知 



 

 

 

 

 

 

エフピーOD錠 2.5mg 【効能・効果】 

パーキンソン病 

（レボドパ含有製剤を併用する場合：Yahr 重症度ステージＩ〜ＩＶ、レボドパ含有製剤を

併用しない場合：Yahr 重症度ステージＩ〜ＩＩＩ） 

【用法・用量】 

レボドパ含有製剤を併用しない場合： 

通常、成人にセレギリン塩酸塩として1 日1 回2.5mgを朝食後服用から始め、2 週ごと

に1 日量として2.5mgずつ増量し、1 日10mgとする。1 日量がセレギリン塩酸塩として

5.0mg以上の場合は朝食及び昼食後に分服する。ただし、7.5mgの場合は朝食後

5.0mg及び昼食後2.5mgを服用する。  

なお、年齢、症状に応じて適宜増減するが1 日10mgを超えないこととする。 

エリキュース錠 2.5mg 

市販直後調査 

対象：静脈血栓塞栓症 

（2015年 12月～2016年 6月） 

【効能・効果】 

1.非弁膜症性心房細動患者における虚血性脳卒中及び全身性塞栓症の発症抑制 

2.静脈血栓塞栓症（深部静脈血栓症及び肺血栓塞栓症）の治療及び再発抑制 

【用法・用量】 

1.省略 

2.通常、成人にはアピキサバンとして1回10mgを1日2回、7日間経口投与した後、1回

5mgを1日2回経口投与する。 

スイニー錠 100mg 【効能・効果】 

2型糖尿病 

【用法・用量】 

通常、成人にはアナグリプチンとして1回100mgを1日2回朝夕に経口投与する。なお、

効果不十分な場合には、経過を十分に観察しながら1回量を200mgまで増量すること

ができる。 

レミケード点滴静注用 100mg 

市販直後調査 

対象：川崎病の急性期 

（2015年 12月～2016年 6月） 

【効能・効果】 

既存治療で効果不十分な下記疾患 

 関節リウマチ（関節の構造的損傷の防止を含む） 

 ベーチェット病による難治性網膜ぶどう膜炎 

 尋常性乾癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬、乾癬性紅皮症 

 強直性脊椎炎 

 腸管型ベーチェット病、神経型ベーチェット病、血管型ベーチェット病 

 川崎病の急性期 

次のいずれかの状態を示すクローン病の治療及び維持療法（既存治療で効果不十分

な場合に限る） 

 中等度から重度の活動期にある患者 

 外瘻を有する患者 

中等症から重症の潰瘍性大腸炎の治療（既存治療で効果不十分な場合に限る） 

【用法・用量】 

＜川崎病の急性期＞ 

通常、体重1kg当たり5mgを単回点滴静注する。 

なお、本剤投与時には、1.2ミクロン以下のメンブランフィルターを用いたインラインフィ

ルターを通して投与すること。 

 

他は省略 

適応追加通知 


